
■独学のススメ■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 301号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：複式簿記入門講座・連続開催 

 

２月になりました。今年は世田谷と横浜でやります！ 

http://nanoni.co.jp/juku/f/#41 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

あなたは「複式簿記は難しい」と思ってませんか？ 

それは食わず嫌いというものです。 

世界中の人が使う「世界の常識」です。 

そこで、この講座では、複式簿記のやり方を２時間で伝授します。 

青色申告、会社の決算はもう怖くなくなりますよ！ 

 

講師：松村拓也 

http://nanoni.co.jp/nanoni_about/takuya/ 

世田谷講座：2月 6,13,20,27 日、3 月 6,13日(土) 10～17時のうち 2時間 

横浜講座：2月 2,8,16,23日、3 月 2,9日(火) 12～17時のうち 2時間 

参加費：3,000 円(何回でも) 

■セミナーの内容 

１．財務の概要 

２．B/S、P/L、資金繰り、決算の実習 

３．質疑応答・個別相談 

■参加者へのお願い 

実習で使用しますので、可能な限りノートパソコンをご持参下さい。 

また、すでに事業計画や資金繰りなどを作成している方は、お手持ちの資料をご持参下さい。 

なお、夜や、別日程、別会場でも開催可能ですので、気軽にご相談ください。 



参加希望の方は、このメールに返信ください。 

 

2. ブログから：独学のススメ 

 

２月になるので、今年も「複式簿記入門講座」の準備をしていたら、僕は複式簿記を先生や教科書から学んだの

でなく、ほとんど独学だったことを思い出した。 

「ど素人セミナー」という副題には、「ど素人の人に教えたい」という意味だけでなく、「教える講師もど素人」

という意味もある。 

だが、講師の僕が「ど素人」とは、「ある物事に関してとても未熟で、未経験な人」を指す本来の「ど素人」であ

るはずがない。 

それなのに、自分を「ど素人」と呼ぶのには、「かつてど素人だった」こと、そして「玄人から学んだことがない」

の、二つの理由がある。 

もしも正しいやり方があり、それを使いこなす人を玄人というのなら、僕は決して玄人でなく素人だ。 

ご異論もあるとは思うが、今日はそんな前提で話を聞いて欲しい。 

・ 

僕があえて「ど素人」という言葉を使うのは、それは「無垢（むく）」を意味するからだ。 

人間の脳は、コンピュータと同じように、初めは無垢の状態でスタートする。 

つまり、僕らは全員何をするにも、初めは「ど素人」の状態に違いない。 

だが、何かを実行すれば、必ずそこから何かを感じ、次はどうしようと考えるのが僕たちだ。 

このことを学びと言い、これを自分で繰り返すことを、僕は独学と定義する。 

学びは疑問を生み出す行為であり、その答えを仮定し、行動することで判断や確認をしているわけだ。 

だが、その行動の中には、探す答えやそのヒントを知っていそうな人に問う（質問）こともあるだろう。 

それが「学問」というわけだ。 

・ 

疑問を問う人に対し疑問に答える人がいる関係と似ているのが、答えを教える人に対し答えを習う(教わる)人が

いる関係だ。 

この関係で成り立っているのが学校で、教える人を教育者、教わる人を学習者と呼ぶ。 

学びや学問と、教育や学習は、知識の流れが逆向きだ。 

学ぶや問うは求める側が主体なのに対し、教育や学習は与える側が主体となる。 

もちろん、学校に学問が無い訳ではないし、教育を求める人だって大勢いる。 

だが、学問は求める人がいなければ成立しないし、学習は与える人がいなければ成り立たない。 

こんなことを決めつけて、一体何の意味があるんだと、貴方は腹を立てるかも知れないが、面白いのはこれから

だ。 

・ 

先ほど、学問は「求める人主体」で、学習は「与える人主体」と言ったが、その逆はさらに面白い。 

僕は、学問に「与える人」は不必要で、学習に「求める人」は必要ないと確信する。 

そもそも学問は「知らない答え」を求めているのであって、誰かが知っているわけではないし、ある程度の教育

は「与えること」が求められているのであって、誰もが求めているわけではない。 

つまり、自分が求める答えをすべて学校や書籍に求めても、見つかる保証などあるはずない。 

本当に答えを探したいのなら、与えてもらおうなどと思わずに自分で探しに行くしかない。 

僕はそのことを「独学」と考えている。 

・ 



Wikiで調べると、面白いことが書いてある。 

独学（どくがく、英語 autodidacticism）とは、学ぶにあたって、先達者の指導を仰ぐことなく独力で目標をたて

て習熟しようとする学習方法、能力開発の方法である。英語"self-taught" などとも言う。なお、ここで言う「学

び」とは、学問が第一ではあるが、それに限らない。一般的には自習も同義語だが（中略）韓国では 1990 年 4

月 7日に公布された「独学による学位取得に関する法律」により独学者が学位を得る制度ができ・・・云々。 

さらに興味深いのが「著名な独学者」に関する記述。 

世に広く知られる独学者を列挙する（生年順）・・・孔子、ソクラテス、レオナルド・ダ・ヴィンチ、ゴットフリ

ート・ライプニッツ、ベンジャミン・フランクリン、ウィリアム・ブレイク、二宮尊徳、マイケル・ファラデー、

ジョン・スチュアート・ミル、エイブラハム・リンカーン、ウジェーヌ・エマニュエル・ヴィオレ・ル・デュク、

ハーマン・メルヴィル、アルフレッド・ラッセル・ウォレス、トーマス・エジソン・・・と続き、存命者として

は安藤忠雄などが名を連ねている。 

・ 

僕は教育や学習を否定するのでなく、独学・学問が欠かせないことを言いたい。 

これは、就職を否定はしないが起業を勧める思いと同じだし、日本国の繁栄も必要だが身近な地域の自治独立が

もっと大切なことにも通じると思う。 

周囲と同じにならなければ生きていけないが、周囲と違わなければ生きている意味がない。 

僕の「ど素人セミナー」は、正しい答えを教えるのでなく、誰でも知ってる答えにたどり着いた僕の経験談をお

聞かせする。 

 

http://nanoni.co.jp/20210130/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

3. 2/3水 今週のオンラインメルマガ 

 

先週は誰も来てくれませんでしたが、今週もやります。 

 

松村拓也の Zoomミーティング 

時間: 2021年 2月 3日 09:00 PM 大阪、札幌、東京 

https://us02web.zoom.us/j/83588918764?pwd=ZkJ5Qi9Rb0x4MHFKYjRCaW9WRHlFZz09 

ミーティング ID: 835 8891 8764 

パスコード: MCKCS5 

 

待ってますよ！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. 今週のお誘い 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 



△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）02/02 ■〇◎いづみ作業日 09-17時 

 09-10時 〇いづみ PJT・MTG（反町） 

11-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

 20-22時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 2月例会（リモート） 

（水）02/03 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 21-22時 ■オンラインメルマガ（リモート） 

（木）02/04 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）02/05 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

   19-21時 ▲LRA実行委員会（反町） 

（土）02/06 ■〇◎笑恵館作業日 09-17時 

10-17時 〇アントレハウス笑恵館（世田谷） 

（日）02/07 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（月）02/08 ■〇◎休業日 

 

■その後の予定 

02/09 09-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

02/12 20-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

02/13 09-17時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

02/16 10-11時 ★いづみ・高瀬さん（反町） 

02/17 13-16時 △松本国際高校 評議員会（松本） 

02/18 13-20時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

02/25 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

03/01 20-22時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 3月例会（リモート） 

03/05 13-15時 ▲紙敷発表会（東松戸） 

03/11 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

03/11 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

03/11 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 



メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


